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1 定積分　
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1.1 置換 x = a sin θによる計算

2017年の富山大学入試に出題された積分である。標準的な解法は、x = a sin θ と置くものであろう。
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1.2 置換
√
a2 − x2 = atによる計算

x = a sin θ と置く計算は、回り道をしているように感じたので、別の置換を試してみた。
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a2 − x2 = at とすると、a2 − x2 = a2t2, x2 = a2(1− t2), 2xdx = −2a2tdt
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この計算からわかるように、この積分では三角関数への置き換えが不要なのである。それは、分母に x

があるおかげである。

2 不定積分　
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前の節の計算をみると、不定積分が可能であることがわかる。
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